




当寺の守護神である「福壽稲荷」より、
山号を「福壽山」とつけられた

開基日浄尼上人の願いが形となったお内陣

月例祈祷会には数多くの檀信徒が集う

檀家と末永く御縁を結ぶ納骨堂
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熊本県北部にある西光寺には今まで鉄筋造の納骨堂が２棟
ありましたが、建立から4～50年が経過しており老朽化が
著しく、雨漏りもしていたため加入者様と協議を重ね、
建替えを決断されました。
新たな納骨堂は鉄筋平屋建てで約350基設置。それぞれ

の通路に採光の窓を設け、天井も高くしたため、明るく、
開放的な納骨堂が完成しました。
また納骨壇については弊社オリジナルの基壇を設置。

上部御仏壇には天然木をふんだんに使用し本金箔にて仕上
げており、下部の収骨部分には天然の大理石を使用し、高
級感が漂っております。
皆様がお参りされる御内仏にもこだわり、親鸞聖人が京都
でお籠になられた六角堂をイメージした弊社オリジナルデ
ザインの宮殿、須弥壇を設置。また建物内部の壁面は全面
に金紙を貼り、さらに天人や蓮水の彩色も施しており、極
楽浄土の世界を具現化しております。
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鶴見区の閑静な住宅街の中にある妙信寺は昭和34年（1959
年）に開基日浄尼上人が下末吉の平屋の自宅を改装し「妙信
協会」としてスタートさせたのが始まりで、自ら布教の傍ら
行学会で同席をされていた川手善明上人と共に布教活動の裾
を広げられた結果、信者数も増加し平成元年（1989年）には
鉄筋コンクリート造りの新本堂を建立されたが、その本堂で
も手狭となり、現住職である善信上人は『今までは檀家では
なくご信者だけであり、住職の人柄などに信仰を求める方々

が多くその代のみでお寺を離れる場合もあり、「依法」とい
う法の部分を重要にし、何とかご先祖を護れるお寺を創り末
永く御縁を頂けるお檀家をつくりたい』という発願のもと現
住職の父上、晴順上人が貯えられた私財を注がれ平成16年
（2004年）に駒岡へ移転し、本堂・庫裏・納骨堂など大々的
な伽藍建立を行われました。
また、「先祖供養会」や月に一度は「月例祈祷会」も行わ
れており、壇信徒の方々の拠り処となっています。
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宝篋印塔六地蔵石幢

納骨壇

オリジナル納骨壇『匠』 壁面蓮水彩色工事

お内陣
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願成寺の開創は、養老2年（718）と伝えられています。
歴史的には、江戸時代初期の寛文9年（1669）に、霊山和尚
が再興にあたり、延宝元年（1673）には北小路の台雲寺より
實道鎖傅和尚を招いて中興開山の法要が奉修され、それ以
後、曹洞宗の寺院として、興隆し、現在に至っています。
当時の本堂は、昭和20年（1945）の空襲により全焼、昭和
29年春陽美暉和尚の頃に再建されたと伝えられています。

宝物としては、山門前に六地蔵石幢が二基、境内には文政十年
（1827）建立の宝篋印塔や、当地出身の俳人・松本木二の句碑が
あり、季節により、大銀杏や枝垂れ桜も見ることができます。
納骨壇に関しましては、上部仏壇には天然杢を使用し、下部
収骨棚には天然大理石を使用した、『雅』タイプ、重厚で気品
ある納骨壇になっており、壇家の方々に大変ご好評頂いており
ます。

佐賀県多久市にある浄土真宗本願寺派昌福寺様は、明治
21（西暦1886）年に現在地に移転され、現在は第14世ご住
職が法灯を引き継がれています。
旧本堂の老朽化により、新本堂建立が計画されたことに
伴い、ご門徒の方々からの要望なども考慮され、新納骨堂も
平成21（2009）年本堂と同時に着工、平成23（2011）年

竣工となりました。新納骨堂工事は弊社が務めさせて頂
き、納骨壇は弊社オリジナル『匠』、その扉は総宝相華仕
様、下台には天然御影石使用で施工させて頂きました。
その数年後には、新納骨堂の壁面金紙貼彩色工事もさせ
て頂き、より美しく整いました。今では、ご家族揃っての
御参詣が多いと伺っております。
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特 

集 浄土真宗本願寺派 正円寺
新世代へと受け継がれる１００年の絆

各ご寺院様へのさらなるサービスをご提供する為に、こだわり
の業務を行いたく開設させて頂きました。 ご期待下さい。

株式会社あいぞの寺社ラボ〈2020年8月7日設立〉

あ
い
ぞ
の
ワ
ー
ク
ス
第 

4 

号

発
行
／
2
0
2
0
年
8
月

発
行
人
／
株
式
会
社
あ
い
ぞ
の

編
集
・
印
刷
／
株
式
会
社 

星
光
社

第 4号
2020.08


